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平
成
21
年
８
月
に
佐
用
町

を
襲
っ
た
台
風
９
号
災
害
。

豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
あ
の
日
か
ら

11
年
が
経
過
し
、
災
害
の
爪

痕
も
復
興
に
よ
り
、
新
た
な

道
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

佐
用
消
防
署
で
は
、
「
災

害
を
忘
れ
な
い
・
災
害
に
負

け
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
毎

年
、
災
害
対
応
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
災
害
を
経
験
し
た

職
員
は
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
広
域
消
防
と
な
っ
た
こ

と
で
、
一
つ
の
事
案
に
か
か

れ
る
人
員
や
資
機
材
は
多
く

な
り
、
災
害
に
対
す
る
対
応

力
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

今
年
７
月
に
は
、
全
国
各

地
で
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫
な

ど
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
当
時
の

教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
様
々
な
状
況
を
想
定
し
、

住
民
の
方
々
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
守
る
た
め
訓
練

に
励
み
ま
す
。

平
成
21
年
の
豪
雨

災
害
か
ら
11
年

災害に備える！！



消
防
長
　
𠮷
田
　
好
孝

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
消
防
長
に
就

任
し
ま
し
た
𠮷
田
で
す
。

　

昨
年
は
、
京
都
府
の
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
火
災
に
お
い
て
多

く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
危

険
物
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
広
く

浸
透
し
、
有
効
に
活
用
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ひ
と
た
び
災
害
に
発
展

し
た
場
合
に
は
、
人
命
や
財
産
な
ど

に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

り
、
社
会
へ
の
影
響
も
非
常
に
大
き

い
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
10
月
沖
縄
県
の
首
里
城
の

火
災
で
は
、
沖
縄
の
歴
史
と
文
化
の

象
徴
と
も
言
う
べ
き
正
殿
な
ど
貴
重

な
建
物
と
収
蔵
品
が
失
わ
れ
、
火
災

の
早
期
発
見
・
初
期
消
火
の
重
要
性

が
改
め
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
災
害
が
各
地

で
発
生
し
て
い
る
状
況
に
加
え
、
発

生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
山
崎
断
層
、

東
南
海
・
南
海
沖
地
震
や
集
中
豪

雨
、
大
規
模
な
テ
ロ
や
事
故
等
、

様
々
な
危
機
事
象
に
対
す
る
消
防
へ

の
住
民
の
負
託
に
迅
速
・
的
確
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う

中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と
の

意
味
が
込
め
ら
れ
た
「
令
和
」
の
時

代
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
消
防
人

と
し
て
の
矜
持
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
に
お
い
て
職
員
相
互
が
心
を

寄
せ
合
い
な
が
ら
「
つ
な
が
り
」
を

意
識
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
立
場

や
職
責
に
応
じ
た
協
力
や
連
携
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
、
組
織

力
の
一
層
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ごあいさつ

相　生
消防署

たつの
消防署

宍　粟
消防署

太　子
消防署

佐　用
消防署

合　計

火災出動
4

（5）
13

（15）
9

（18）
4

（4）
8
（9）

38
（51）

建物 2 7 3 1 1 14
林野 0 0 2 0 0 2
車両 0 1 1 0 1 3
その他※ 2 5 3 3 6 19

救急出動
549

（637）
1,628

（1,694）
900

（936）
664

（777）
349
（403）

4,090
（4,447）

急病 347 934 501 425 195 2,402
交通事故 39 125 51 61 14 290
一般負傷 85 281 141 115 60 682
転院搬送 66 226 167 38 73 570
その他※ 12 62 40 25 7 146

救助出動
12

（13）
17

（14）
16

（13）
19

（23）
12
（16）

76
（79）

火災 0 0 0 0 0 0
交通事故 5 4 5 9 1 24
水難事故 0 1 0 0 0 1
機械事故 0 0 0 1 0 1
建物事故 3 6 6 6 4 25
その他※ 4 6 5 3 7 25

警戒・検索・
その他出動

16
（24）

49
（45）

39
（41）

20
（17）

26
（15）

150
（142）

2020年上半期（1月～ 6月）　災害出動件数
（　）内は前年同時期の件数　　単位：件

※各項目の「その他」欄は記載以外の種別の件数を計上しています。
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２
０
２
０
年
上
半
期
中
の
「
火
災
・
救
急
・
救
助
の
出
動
件
数
」

【
火
災
件
数
】

　

火
災
件
数
は
、
38
件
で
前
年
よ
り
13
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
火
災
出
動
で
最
も
多
か
っ
た
火
災
種

別
は
、
そ
の
他
火
災
（
19
件
、
50
％
）
で
、
次
い
で
建
物
火
災
（
14
件
、
37
％
）、
車
両
火
災
（
３

件
、
８
％
）、
林
野
火
災
（
２
件
、
５
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
救
急
件
数
】

　

救
急
件
数
は
、
４
，
０
９
０
件
で
前
年
よ
り
３
５
７
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
救
急
出
動
で
最
も
多

か
っ
た
事
故
種
別
は
、
急
病
（
２
，
４
０
２
件
、
59
％
）
で
、
次
い
で
一
般
負
傷
（
６
８
２
件
、
17

％
）
、
転
院
搬
送
（
５
７
０
件
、
14
％
）、
交
通
事
故
（
２
９
０
件
、
７
％
）、
そ
の
他
（
１
４
６

件
、
３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
救
助
件
数
】

　

救
助
件
数
は
、
76
件
で
前
年
よ
り
３
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
救
助
出
動
で
最
も
多
か
っ
た
事
故
種

別
は
、
建
物
事
故
（
25
件
、
33
％
）
と
そ
の
他
（
25
件
、
33
％
）、
で
、
次
い
で
交
通
事
故
（
24

件
、
32
％
）、
水
難
事
故
（
１
件
、
１
％
）、
機
械
事
故
（
１
件
、
１
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。



（Ｒ2.6.30現在）（R2.4.1現在） ◎組織構成◎西はりま消防組合組織図

管理者 山本 　　実 た　つ　の　市　長

副管理者

谷口 　芳紀 相  　生  　市　  長

福元 　晶三 宍　  粟　  市　  長

服部 　千秋 太  　子  　町  　長

庵　 　典章 佐  　用  　町  　長

組合議会

議長 松下 信一郎 たつの市議会選出

副議長 石堂　　 基 佐 用 町 議 会 選 出

監査委員 宮元　 裕祐 宍 粟 市 議 会 選 出

議員

渡邊　 慎治 相 生 市 議 会 選 出

三浦　 隆利 相 生 市 議 会 選 出

楠　　 明廣 たつの市議会選出

東　 　豊俊 宍 粟 市 議 会 選 出

森田　 哲夫 太 子 町 議 会 選 出

中薮　 清志 太 子 町 議 会 選 出

廣利　 一志 佐 用 町 議 会 選 出

代表監査委員 畑中　 正之 宍　粟　市　選　出

公平委員会

日谷 　聖一 相　生　市　選　出

山口 　　昇 た  つ  の  市  選  出

清水　 康廣 宍　粟　市　選　出

会計管理者 菅原　 昌則 たつの市会計管理者

消防組合議会

監査委員

公平委員会

会計管理者

消防長 次　長

消防本部

相生消防署

たつの消防署

宍粟消防署

太子消防署

佐用消防署

新宮分署

光都分署

一宮分署

揖保川出張所

波賀出張所

御津出張所

千種出張所

総務課
予防課
警防課

情報指令室

総務予防課
消防第１課
消防第２課

総務予防課
消防第１課
消防第２課

総務予防課
消防第１課
消防第２課

総務予防課
消防第１課
消防第２課

総務予防課
消防第１課
消防第２課

管理者・副管理者

◎階級別職員構成
（定数：291 人、実数 283 人）

職　種 階　級 職員数(人 )

消
　
防
　
吏
　
員

消  防  正  監 1
消　防　監 6
消防司令長 26
消  防  司  令 51
消防司令補 86
消  防  士  長 25
消防副士長 32
消　防　士 56

　　合　　計 283
　平均年齢（歳） 38.6

年度

科目

令和２年度 令和元年度 比較増減

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 増減率

分担金及び負担金 3,009,457 97.7 2,784,478 98.4 224,979 8.1

使用料及び手数料 4,861 0.2 4,095 0.1 766 18.7

国 庫 支 出 金 58,695 1.9 25,614 0.9 33,081 129.2

繰　　越　　金 10 0.0 10 0.0 0 0.0

財　産　収　入 10 0.0 10 0.0 0 0.0

諸　　収　　入 6,880 0.2 16,125 0.6 △ 9,245 △ 57.3

合　　　計 3,079,913 100.0 2,830,332 100.0 249,581 8.8

年度

科目

令和２年度 令和元年度 比較増減

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 増減率

議　　会　　費 412 0.0 412 0.0 0 0.0

総　　務　　費 31,250 1.0 27,244 1.0 4,006 14.7

消　　防　　費 3,046,251 98.9 2,800,676 98.9 245,575 8.8

予　　備　　費 2,000 0.1 2,000 0.1 0 0.0

合　　　計 3,079,913 100.0 2830,332 100.0 249,581 8.8

）％）率･比（、円千）額（：位単（

）％）率･比（、円千）額（：位単（歳　出

歳　入

◎一般会計当初予算 令和２年度　一般会計当初予算（歳入）

宍粟市負担金
750,061千円

佐用町負担金
414,062千円

上郡町負担金
22,213千円

使用料及び手数料
4,861千円

国庫支出金
58,695千円

財産収入
10 千円

繰越金
10 千円

太子町負担金
468,174千円

たつの市負担金
948,184千円

計
3,079,913
千円

相生市負担金
406,763千円

諸収入
6,880千円

令和２年度　一般会計当初予算（歳出）

総務費
31,250千円

議会費
412 千円

予備費
2,000 千円

常備消防費
（人件費、予防・警防・ 
救急活動事業費）
2,620,836千円

消防施設費
（光熱水費等の庁舎管理費、
庁舎維持補修費、消防車両
更新整備費など）
425,415千円

計
3,079,913
千円
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上半期のおもな行事
佐用消防署 ☎ 0790-82-3872
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出
水
期
を
迎
え
た
６
月
23
・
24
日
、
佐
用
町
立
佐
用
中
学
校
南
の
本
位
田
池

に
お
い
て
、
水
難
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
溺
れ
て
い
る
人
へ
の
ロ
ー
プ
の
投
げ
方
、
対
岸
に
ロ
ー
プ
を
渡
す

た
め
の
救
命
索
発
射
銃
の
取
扱
い
、
救
命
ボ
ー
ト
の
漕
ぎ
方
、
船
外
機
の
操
作

な
ど
の
基
本
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
応
用
訓
練
と
し
て
、
池
で
釣
り
人
が
溺
れ
て
い
る
と
の
想
定
で
実

施
。
釣
り
人
に
見
立
て
た
消
防
職
員
を
救
命
ボ
ー
ト
で
救
出
し
、
岸
ま
で
安
全

に
移
動
す
る
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

陸
上
と
は
違
い
水
上
で
の
訓
練
は
、
水
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
要
救
助
者
の

重
量
も
い
つ
も
以
上
に
重
く
、
実
戦
さ
な
が
ら
に
行
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
通
し
、
救
助
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
隊
員
間
の

連
携
を
築
き
、
水
難
救
助
を
安
全
か
つ
迅
速
に
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

水
難
救
助
訓
練
を
実
施

　

７
月
14
日
、
兵
庫
県
立
佐
用
高
等
学
校
家
政
科
の
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
、
手

作
り
子
ど
も
用
消
防
服
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
科
は
、
地
域
の
特
産
物
を
使
用
し
た
商
品
開
発
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
開
催
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
、
地
域
に
密
着
し

た
学
科
で
す
。

　

そ
ん
な
家
政
科
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
、
細
部
ま
で
こ
だ
わ
り
仕
立

て
ら
れ
た
消
防
隊
・
救
助
隊
・
救
急
隊
の
服
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
子
ど
も
用
消
防
服
を
こ
れ
か
ら
の

防
火
教
室
等
に
広
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
防
火
意
識
を
高
め
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
地
域
へ
と
広
が
っ
て
い
く
消

防
広
報
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
子
ど
も
用
消
防
服
を
通

し
て
、
佐
用
高
等
学
校
家
政
科
の
皆
さ
ん

の
活
動
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

手
作
り
子
ど
も
用
消
防
服
の
製
作



職員提案発表会　優秀賞を獲得！！

緊急自動車の安全運行で住民の命を守る！

幼年消防クラブ　新入式用DVD作成及び配布

見て・聞いて・感じる「出前講座」を目指して！

相生消防署　☎ 0791-23-7119

宍粟消防署　☎ 0790-62-0119

たつの消防署　☎ 0791-63-3511

太子消防署　☎ 079-276-1191
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　西はりま消防組合で実施
し た 職 員 提 案 発 表 会
（Challenge！西はりま）にお
いて、相生消防署の提案発表
が優秀賞を獲得しました！！
　提案内容は、火災現場に
おいて、私たちの武器となる消火栓、年に数回の点検を
実施していますが、中には消火栓の蓋が土に埋もれ、場
所を特定しにくいものなども、、、、
　随時、相生市役所と協力し、改善しているものの、消
防署として何か対応できないか、検討を重ね、数案を実
施しました。
　その一つが杭
につなげたロー
プを伸ばし、場
所を特定する方
法、消火栓の蓋に新たに蛍光テープ等で視認しやすい蓋
を作製する方法です。
　今回は関係機関に承諾を得て、試験的に実施しまし
たが、今後も検討を重ね、災害時において、迅速に対応
できるように努めていきます。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、例年実
施している「たつの・太子幼年消防クラブ新入式」
が実施できないため、たつの消防署で幼年消防クラ
ブ新入式の代わりとして子供達に人気の消防レンジ
ャーが登場する新入式用のDVDを作成し、幼年消防
クラブ加入園（10園）に配布しました。併せてクラ
ブ員証の配布を
しました。

　㈱山崎自動車教習所協力のもと施設を利用し、宍
粟消防署の若手職員を対象に緊急自動車機関操縦訓
練を実施しました。
　消防車、救急車の更なる運転技術の向上を目指し
て、ベテラン職員の指導のもと坂道発進、クラン
ク、S字走行等を行い車両感覚に磨きをかけました。
　今回の訓練を活かし、緊急自動車のより安全な運
行に努めていきます。

緊急自動車の優先走行にご協力をお願いします。

　出前講座では、火災実験をとおして、ガス爆発の音
やコンセントが焦げる臭いなど、実際に感じてこそ住宅
防火への第１歩と考え、小学校の授業をはじめ、自治会
や老人会など、多くの方に受講していただいています。
しかしながら、本年度は新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、出前講座の依頼が減少しています。そこ
で、この時期こそチャンス！と火災実験装置の効果的な
活用方法や心に届く話し方など、アイデアを出し合い、
指導能力の向上に努めました。
　新型コロナウイルス感染症終息の際には、ぜひ、その
効果と迫力ある実験を「見て・聞いて・感じて」くださ
い。
　皆さんのお申し込みをお待ちしています。



危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

　

永
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら

れ
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
購
入
時
に
は

本
人
確
認
が
必
要
で
す
！

　

令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
消
防

法
の
改
正
に
よ
り
危
険
物
で
あ
る

ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購
入
さ
れ

る
際
に
は
、
①
本
人
確
認
、
②
使

用
目
的
の
確
認
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。　
　

　

ま
た
、
販
売
者
側
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
に
も
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行

缶
で
販
売
し
た
際
に
は
販
売
記
録

を
作
成
す
る
よ
う
に
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

不
適
正
な
取
引
を
行
う

消
火
器
点
検
業
者
に

ご
注
意
を
！

　

管
内
に
お
い
て
、
突
然
の
連
絡

や
訪
問
に
よ
り
、
消
火
器
を
点
検

し
ま
す
と
の
名
目
で
、
高
額
な
点

検
料
を
請
求
さ
れ
る
事
案
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
等
（
店
舗
、
工
場
、
共

同
住
宅
等
）
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
普
段
か
ら
取
引
し
て
い
る
消

防
用
設
備
等
の
点
検
業
者
で
あ
る

か
を
十
分
に
確
認
し
た
う
え
で
同

意
や
サ
イ
ン
を
行
う
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

積
雪
観
測
に
感
謝
状

　

令
和
２
年
６
月
16
日
、
宍
粟
消

防
署
千
種
出
張
所
で
、
長
年
に
わ

た
り
積
雪
観
測
の
受
託
業
務
を
行

っ
て
き
た
功
績
に
対
し
、
大
阪
管

区
気
象
台
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

お知らせ

瑞
宝
双
光
章

元
西
は
り
ま
消
防
本
部
次
長

　
　（
兼
）
宍
粟
消
防
署
長

桑
垣

　繁
伸

く
わ
が
き

　
　し
げ
の
ぶ

瑞
宝
双
光
章

元
西
は
り
ま
消
防
本
部
次
長

　
　（
兼
）
た
つ
の
消
防
署
長

玉
田

　龍
彦

た
ま

だ

　
　た
つ
ひ
こ

瑞
宝
双
光
章

元
西
は
り
ま
消
防
本
部
次
長

　
　（
兼
）
佐
用
消
防
署
長

新
田

　伸
二

に
っ
た

　
　
　し
ん
じ

点検料〇〇円
支払って！

えーッ
！？
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１
１
９
番
通
報
の
内
容
や
救
急
現
場
で
早
期
に
高
度
な
医
療
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
、
医
師
や
看
護
師
の
同
乗
す
る
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
を
要
請
し
、
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
ヘ
リ
の
臨
時
着
陸

場
）
で
適
切
な
救
命
処
置
を
施
し
救
命
セ
ン
タ
ー
等
へ
、
ヘ
リ
搬

送
を
行
い
ま
す
。

　

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
付
近
で
は
、
救
急
隊
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

と
の
救
急
連
携
活
動
を
行
う
た
め
に
消
防
隊
が
周
辺
の
安
全
管
理

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

命
を
つ
な
げ
！

〜
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
の
連
携
〜

7

information

「避難情報」を確認しましょう
　皆さんは台風・豪雨時に出される「避難情報」について確認されていますか？
　「避難情報」は、気象庁などから出される防災気象情報などをもとに、各市町村の判
断で発令する５段階の情報をいいます。

　安全な場所にいる人は必ずしも避難する必要は
ありませんが、身に危険を感じる場所から避難を
開始する目安として、警戒レベル３「避難準備・
高齢者等の避難開始」、警戒レベル４「避難勧告
（避難指示）」が発せられた時とされています。
　警戒レベル５の段階では、すでに災害が発生し
ている状況です。避難することが逆に危険な場合
もありますので、命を守るための最善の行動をと
って下さい。
　日常からこうした情報に注意し、地域の危険箇
所を記した「ハザードマップ」や避難場所の確認
をしておき、いざという時に備えましょう。
　また、今後は新型コロナウイルス流行下での避難行動、避難所での過ごし方について
も注意が必要となってきます。各市町が広報誌やホームページなどで出されている情報
にも注意しましょう。

ランデブーポイント
①医師の診察及び処置
②緊急度の判定
③病院の決定

指令センター

救急救命センター
救急現場

ドクターへリ要請

傷病者搬送
安全管理の
ため出動ドクターへリ出動

119番通報

出動指令

救急車出動

病院へ搬送

消防署



発
行
/
西
は
り
ま
消
防
組
合
（
消
防
本
部
）

〒
671-1692

兵
庫
県
た
つ
の
市
揖
保
川
町
正
條
279

番
地
１

☎
0791-76-7119 　

FA
X. 0791-72-6119

H
P
ア
ド
レ
ス
：
http://fd-nishiharim

a.jp

2020
秋号

vol.8

防
消
ま
り
は
西
報
広

２０２０年度全国統一防火標語

「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」
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11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
の

一
週
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
に
、

枯
れ
草
や
ゴ
ミ
の
焼
却
が
原
因
と
な

る
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

焼
却
設
備
を
使
用
し
な
い
野
焼
き

行
為
は
一
部
の
例
外
を
除
き
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

火
を
取
り
扱
う
と
き
に
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
、
消
火
の
準
備
を
し

て
お
く
な
ど
一
人
ひ
と
り
の
防
火
の

意
識
が
大
切
で
す
。
火
災
の
無
い
安

全
な
ま
ち
を
み
ん
な
で
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

　

聴
覚
・
言
語
機
能
障
害
等
で
音
声

に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困
難
な
方

が
利
用
で
き
る
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
登
録
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

登
録
会
は
12
月
以
降
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

各
市
町
の
広
報
誌
・
西
は
り
ま
消
防

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

令
和
２
年
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動

Ｑ　

救
助
隊
員
の
服
は
な
ぜ
オ
レ
ン

ジ
色
な
の
？

Ａ　

オ
レ
ン
ジ
色
は
世
界
的
に
救
助

の
色
と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ど

の
国
で
も
基
本
的
に
救
助
隊
員
は
オ

レ
ン
ジ
色
の
服
を
着
て
い
る
ん
だ
よ
。

　

Ｑ　

救
助
服
は
夜
で
も
見
え
る
の
？

Ａ　

オ
レ
ン
ジ
色
は
夜
の
事
故
現
場

や
火
災
現
場
な
ど
、
暗
闇
や
煙
の
中

で
わ
か
り
や
す
い
色
と
な
っ
て
い
る

ん
だ
よ
。

　

活
動
す
る
時
も
隊
員
同
士
が
お
互

い
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
も

役
立
っ
て
い
る
ん
だ
。

Ｑ　

救
助
服
を
着
た
感
じ
は
？

Ａ　

強
く
て
伸
び
縮
み
し
や
す
い
生

地
で
で
き
て
い
て
、
事
故
現
場
で
も

動
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
よ
。

「
救
助
服
」

き
ゅ
う
じ
ょ
ふ
く

消防車・救急車の要請は、迷わず

局番なしの119番通報をしてください！
診察可能な病院を知りたいときは…

0791-76-7300 （消防指令センター）

0791-76-7160 （休日・夜間病院案内） ※自動音声

災害の情報を知りたいときは…

0791-76-7150 （災害情報案内） ※自動音声

Ｎ
ｅ
ｔ
119
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

登
録
会
の
お
知
ら
せ

Rescu
e

く
ら
や
み

西はりま消防組合
ホームページへの
アクセスはこちら

▼
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